
平成 30 年度 事業方針

1. ソフトテニスの普及振興

(1) 主催大会の開催と県内支部・小学生連盟・中体連・高体連・レディ－スへの支援

・平成 30 年度事業計画による。

・大会申込システムの定着

・ゼッケン・審判ワッペン着用の推進

(2) 実業団・クラブの育成・強化

・石川県実業団大会，クラブ大会の開催

・実業団，クラブの全国大会への派遣

(3) シニア・レディ－ス層の普及・振興

・シニアミックス大会の開催

・ねんりんピック大会への派遣，ゆうりんピック（ソフトテニス）大会の開催

・石川県スポ－ツ・レクリエ－ション祭への参加

・日本スポ－ツマスタ-ズ予選会の実施と全国大会への派遣

・石川県レディ－ス大会への支援

(4) 小・中学生の普及促進

・中体連への活動支援と県中学生選抜大会，県中学生インドア大会の開催

・石川県小学生連盟の活動支援と県小学生大会，県小学生インドア大会の開催

・全国大会参加への助成

(5) ソフトテニス愛好者増加対策の検討・実施

・小・中・高・一般・レディ－スとの連携

・映画,漫画を活用しソフトテニスファンの増加を図る。

・指導教本(DVD)の活用による指導者の育成

(6) 「ソフトテニス週間」における大会開催内容の充実

2. 競技力向上対策事業の実施

(1) 国体上位入賞のための強化事業の推進

・上位入賞に向けた強化策の検討・実施

・他競技団体を参考にした強化策の実施

・石川県・石川県体育協会と連携した強化事業の実施

選手強化・指導者育成体制構築モデル事業の実施(平成 29年度継続事業)

(2) 北信越・東日本・全日本大会への派遣

(3) 競技者育成プログラムの推進

・県内支部・小学生連盟・中体連・高体連・学連との連携

・(公財)日本ソフトテニス連盟・北信越ソフトテニス連盟との連携

・ステップ 3, ステップ 2 の開催

3. 会員登録制度の推進

(1) 会員登録制度の定着および充実

(2) 会員登録料納付システムの活用

4. 指導者養成事業の実施

(1) 指導教本活用による指導者養成講習会の実施

(2) 全国小学生・中学生・高校生指導者合同研修会への派遣

(3) 公認スポ－ツ指導者の拡大と制度変更への対応



5. 審判員養成と技術等級制度の導入拡大

(1) 高校生への審判講習会の開催と資格取得の促進

(2) 小・中学生へのジュニア審判・技術等級取得の拡大

(3) 主催大会への参加資格推進による審判・技術級取得の拡大

(4) 会員登録と一体化した運用と審判資格更新の厳格化

(5) 審判講習会用パワ－ポイントを活用し審判員の資質向上を図る。

6. 広報活動の活性化

(1) ホ－ムペ－ジによる登録団体の紹介およびマス媒体による広報の充実

(2) 機関紙「ソフトテニス」の購読促進

(3) 動画配信サ-ビスの活用

(4) ソフトテニスの歌とキヤラクター「ソフテイー」の活用

ソフトテニスの歌 「ウイニングショット」

ソフトテニス応援歌 「青空背負って」

7. 実効性ある組織体制の推進と財政の健全化

(1) 事業の実施に対応した組織体制の推進

更なる組織強化を目指した方策の検討と外部監査導入の検討

(2) 増加する事業に対応する健全財政確立

(3) プログラム広告の活用と大会参加料改定

8. 環境保全と青少年の健全育成の推進(日本ソフトテニス連盟と連携)

(1) 各事業における環境保全に対する啓発活動の推進

・主催大会での環境保全横断幕・ポスタ－・リ-フレﾂトの活用

・大会会場での資源ごみの持ち帰りおよび分別,マイボトルの推進

「プラス-ワン運動」 自分の所持品以外に一つ加えて持ち帰る

(2) スポ－ツマンとしての倫理教育,青少年の健全育成の推進

・ソフトテニスを通して自己責任やフェアプレ－精神などを身につける。

・試合終了後の握手の励行

・マナ－ブックとマナ－チェックシ－トの活用

(3) 支部・関係機関と連携した活動の推進

9. (公財)日本ソフトテニス連盟・北信越ソフトテニス連盟との連携

(1) 公益財団法人移行における諸課題への対応

(2) 長期基本計画 201７への対応

(3) 学校と社会における活動の役割を検討

10. 暴力根絶に向けての対応

(1) 指導基本規程等諸規程に従った対応

(2) (公財)日本ソフトテニス連盟・北信越ソフトテニス連盟との連携

11. 表彰・顕彰の実施

(1) 表彰基準による表彰

(2) (公財)日本ソフトテニス連盟, (公財)石川県体育協会への表彰推薦

(3) その他特に必要と認めたもの

12.全国規模の大会誘致

普及振興と競技力の向上を目指し, 全国規模の大会誘致を検討する。

(1) 全日本クラスの大会を主管する。

(2) 天皇杯・皇后杯全日本選手権大会の主管を検討

以上


